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OWARIASAHI CITY 
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愛知県尾張旭市 
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平成2４年２月1日現在 

人口 ８１,９３８人 

老年人口16,795人(20.5%） 

面積 21.03ｋ㎡ 



WHO健康都市 

尾張旭市の健康都市づくり 
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OWARIASAHI CITY 

主管課：秘書課健康都市推進室 



まちづくりの中心に｢健康都市｣を据え 
推進するに至った経緯 

『市民の健康』をキーワードとした街づくり 

名古屋市のベッドタウン 

セールスポイント・尾張旭市としての特色が必要 

ＷＨＯが提唱している「健康都市」づくりを共通の
目的とする健康都市連合への加盟 

標榜のみではダメ 
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市長 

健康づくりで 

まちづくり 

健康課 

ヘルスプロ 

モーション 



 ＷＨＯ※が提唱している健康都市とは？ 

  都市に生活する人々の身体的、精神的、社会
的健康水準を高めるためには、都市のいろいろ
な条件を整える必要がある。 

  保健・医療とは無縁であった活動領域の人々
にも健康の問題と関わってもらい、まちそのも
のを健康にし、そこに暮らす都市住民の健康を
確保しようとする取り組み。 
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※ WHO （World Health Organization） 世界保健機関 

 国連の専門機関の一つで、本部がスイスのジュネーブにあり、 
世界の人々の心身の健康水準の向上を目的とした機関 



 健康都市連合（ＡＦＨＣ）とは？  

  「健康都市」に取り組んでいる都市のネット
ワークを広げることで、各都市の経験を生かし
ながら国際的な協働を通して健康都市づくりを
行うことを目的としている。 

 

 １１か国1３８団体が加盟 

 日本は１２市が加盟 
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尾張旭市の健康都市への歩み 
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平成１６年 ６月 ＷＨＯ西太平洋地域健康都市連合加盟承認 

８月 ｢健康都市宣言大会｣を開催し、「健康都市尾張旭」を宣言 
毎年４月２９日を｢健康の日｣ と定めた 

１０月 世界健康都市連合設立総会・会議(マレーシア・クチン市) 

平成１７年 ４月 健康都市連合日本支部設立総会(平良市) 

７月 第１回健康都市連合日本支部総会・大会(市川市) 

１２月 「健康都市プログラム」を策定 

平成１８年 １月 「健康都市プログラム 概要版」を全戸配布 

７月 第２回健康都市連合日本支部総会・大会(市川市) 

１０月 世界健康都市連合第2回総会・大会(中国・蘇州市)  
(グッドプラクティス賞・プログレス賞の２賞を受賞) 

平成１９年 ７月 第３回健康都市連合日本支部総会・大会(尾張旭市) 

平成２０年 
 

７月 第４回健康都市連合日本支部総会・大会(多治見市) 

１０月 第3回健康都市連合国際大会(市川市)  
2大会連続でダブル受賞 
(「グッドダイナミック賞」・「クリエイティブデベロップメント賞」) 

平成21年 8月 第５回健康都市連合日本支部総会・大会(大府市) 
健康都市連合日本支部の支部長に選任される 

平成22年 8月 第6回健康都市連合日本支部総会・大会(袋井市) 

10月 第４回健康都市連合国際大会(韓国ソウル特別市江南区) 
 ３大会連続でダブル受賞 
(「ストロングアクション賞」・「クリエイティブデベロップメント賞」) 
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健康都市カンナム宣言 分科会 

情報発信 健康都市連合ブース
のポスター展示 
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健康都市連合から3大会連続で
表彰されました 

クリエイティブデベロップメント賞 ストロングアクション賞 

テーマ 「健康都市づくりの評価」 
・市民の皆さんとともに行ってきた 
「本市の5年間の健康都市づくりの評価」 
について、その取り組みが認められました 

・市民の皆さんとともに行ってきた 
健康都市づくりの過程について、顕著な進
展が認められました 



尾張旭市の健康都市づくりの３つの施策の方針 
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3本柱を回すことによる相乗効果 

健康都市 
尾張旭市 



どんな事業が「健康都市づくり」なのか？ 

施策の方針 施  策 事 業 名 

寝たきりにさせない
まちづくり 

体の元気まる作戦 筋力トレーニング事業 

心の元気まる作戦 朝見武彦文庨事業 

子どもの元気まる作戦 フレンドシップ事業 

外に出かけたくなる
まちづくり 

みんなのぬくもりいっぱい作戦 地域生活支援事業 

まちのやさしさいっぱい作戦 AED設置事業 

活動の楽しさいっぱい作戦 市民活動支援事業 

住み続けたくなる 
まちづくり 

住環境の魅力たっぷり作戦 街区公園改良事業 

人へのやさしさたっぷり作戦 災害情報システム運営事業 

環境への思いやりたっぷり作戦 リサイクル広場運営事業  

行政全般にわたる多くの事業 

＝ 

医療や保健・衛生などの分野のほか、さまざまな事業 

など 
１１ 
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尾張旭市まるごとウォーキング 

   

 

 ウォｰキングコースが  １３コース 

 森林公園内にも     ６コース 

 

◆各ルート上に自動血圧計を設置（市内１６箇所の公
共施設） ⇒ 歩きながら健康チェックができる 

◆「日本列島歩け歩け大作戦」を展開 

       ⇒  市民が楽しみながら実施できる 

“市内全域を一周することができる 

ウォ－キングコース” 
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あさひウォーキングマップ別冊の作成 
目的：平成19年度に実施した「教えてください。おすすめポイント！」で

市民のみなさんから寄せられた散歩やウォーキングなどでお気に入
りの場所やコースなどに関するとっておきの情報を「あさひウォー
キングマップ」に反映させる。 

事業概要：「景色がよい」、「朝日・夕日がきれい」、「夜景がきれい」、 
     「遠くの景色がきれい」、「花がきれい」、「歩きやすい」、 
     「鳥・動物・昆虫がいる」の7つにみなさんからの情報を分類  

し、別冊を作成した。 
作製部数：１,０００部 

おすすめポイントの 
多かった場所           城山公園全域 
           維摩池・シンボルロード周辺 
                                 天神川・矢田川周辺 
                                 森林公園周辺 など  
 
おすすめ情報     見晴らしがよい。 
           田園風景を楽しむことができる。 
           名古屋駅のツインタワービルを見ることができる。 
           城山公園だけでなく他にも桜のきれいな場所がある。 
           鳥や虫がいる。 
           夕陽がきれい。など 
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 市ホームページに情報提供の場
“歩っと”のページを開設  

 市民の皆さんがより楽しくウォーキングをしていただくために、情報提
供の場として”歩っと（ほっと）”のページを開設し、ウォーキングを実施し
ている団体や、ウォーキング大会等の日程表を掲載しています。 



 長野県阿智村にある温泉保養施設 
          尾張あさひ苑 17 



お出かけウォーキング 
目的：長野県阿智村にある市保養施設尾張あさひ苑を利用したお出かけウォーキ

ングを実施することにより、市民のかたに新緑の中を歩くこと及び尾張あ
さひ苑での昼食と温泉入浴を体験してもらい、本市の健康都市プログラム
リーディングプランに位置づけてある温泉活用型休養・交流を図ります。 

事業概要：バスで送迎し、伍和の里を約2時間ウォーキングしました。 
 
     （尾張あさひ苑での昼食、温泉入浴あり） 
 
実施日：6月…２回実施、秋…１回実施 
 
参加人数：約４０人（応募多数の場合は、公開抽選） 
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尾張旭市には専業農家は
いませんが 

そんなまちの食育を考えて
います 



親子料理教室 
笑顔で楽しくクッキング！ 

目的：「食」に対する関心と知識を子どものころから身につけるため、市
給食センターの栄養士の指導のもと笑顔で楽しく料理しながら正し
い食習慣を学んでもらう。調理実習と「食と健康」についての講話
を行うことで、本市の健康都市プログラムリーディングプランに位
置付けてある農と食による健康増進を図る。 

事業概要：市給食センターの栄養士の指導のもと身近な食材を使って給食
メニューを親子で調理し、食事する。食後に栄養士による「食
と健康（栄養バランス）」についての講話を行った。 

実施日：８月２３日（土） 
参加人数：小学生とその親子１２組２８人 

20 



街に緑がある、花が咲いている。
そんなことで健康的な街になりま
す。 
☆環境は健康と強い関わりが 
  あります 
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スポットガーデン 

22 
公園愛護会によるフラワーポッドの花の植え替え 

エコ・ガーデンシティ 



平成2３年度の主な事業予定一覧表 
事  業  名 

第7回あさひ健康フェスタ 

（仮称）歩っとチャレンジウォーキング 

健康都市連合日本支部第７回総会及び大会（名古屋市） 

お出かけウォーキング  

親子料理教室 

家からウォーキング 

健康メニュー募集 

げんきカードの配布 

市民のための健康講座開催 

あさひ健康マイスターチャレンジカード配布 

体育館トレーニングルーム利用券配布 
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市営バス『あさぴー号』（市民のあし） 

 

ＷＨＯ・ＷＨＯ健康都市連合より、 

健康都市施策として認められ 

『第6回地域ＦＳＴフォーラムinアジア』 

（インド／ニューデリー）にて発表しました。 

2011年12月3日～6日開催 

 

外に出かけたくなる 

まち 

住み続けたくなる 

まち 
寝たきりにさせない 

まち 



あさひ健康フェスタ及びスタッフ等 

①健康まつり（健康まつり実行委員会が主体） 
    健康課・医師会・歯科医師会・薬剤師会・公立陶生病院・旭労災病院・食生活 

    改善協議会・婦人会・日赤奉仕団・国際ソロプチミスト・生活学校・保健所・ 

    健康づくり推進員・その他健康関連市民グループ（２団体）   【１５団体】 

②健康フェスタ（健康都市推進室が調整） ⇒年々参加者（団体）増加 

    看護協会・社会福祉協議会・ひまわり福祉会・精神障害地域共同作業所・ 

    歯科衛生学科学生                            【５団体】   

  ＜市役所各部署＞ 

    健康都市推進室・子育て支援センター・長寿課・市民活動課・環境事業セン 

    ター・環境課・財政課・都市計画課・安全安心課・養護教育部会・図書館・ 

    情報課・消防署・健康福祉部職員応援 【１３団体】   

③あさぴースマイルウォーキング大会 
     文化スポーツ課・体育協会主催     【２団体】 

    ①＋②＋③ が合体（連携）して開催 

   さらに、観光協会、ＪＡが参加 
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市民協働 

横の連携 



●市広報誌への掲載、市ホームページの情報更新 

●市役所ロビーでのパネル展示 
実施事業やアンケート結果などを市役所１階ロビー
にパネル展示し、広く市民に周知しています。 
平成２２年度 ６回 

「健康都市尾張旭」というコラムを隔月で掲載し、本市の健康都市づくりの取り組みな
どを紹介しています。また、事業の募集や結果などを掲載し、広く市民に周知していま
す。 
平成２２年度 広報 １９回、ホームページ更新 ２８回 

情報の発信 
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市民 市民 

事業者、 
市民活動団体、 
学校 等 

施策の対象の拡大 

「なかま」として
お互いをＰＲ 

健康都市推進室の 

新しい取り組み 

協働は「市民」 

「事業者」「行政」 
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ぐっと健康！人・まち・なかまの事業概要 
１ 内容 
 ⑴ 団体や事業者が日常的に取り組んでいることを付してなかま登録する。 
 ⑵ なかま証を交付し、ロゴの使用を認める。 
 ⑶ 市は、登録者（希望者）へ健康づくり情報をメール配信する。（携帯メールを含む） 
２ 対象 
  市内に所在地がある店、会社、団体、学校等など 
３ 対象となる取組 
  ＷＨＯが提唱する「健康都市」の理念や尾張旭市が目指す「健康都市」の方針に合致す

る活動 
 例）・毎朝、朝礼時にラジオ体操を全社でやっています。 
   ・まちの美化のために月１回清掃活動をしています。 
４ 登録 
 ⑴ 人・まち・なかま名簿に掲載する。 
 ⑵ 取り組み内容を庁舎１階に貼り出すとともに 
   市ＨＰに掲載する。 
５ なかま証交付 
   『なかま証シール』を交付 
６ 実践 
  登録時に記入していただいた取り組みの実践 
７ ＰＲ 
  会社の入口などになかま証シールを貼ってもらい、ＰＲしてもらう。 
８ 情報配信 
  希望されるかたには、ウォーキングイベントなどの開催情報などを配信する。 
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▲なかま証（A3サイズ） 



 ● 健康寿命 
 

 健康寿命とは、寝たきりや認知症にならないで生活できる期間と
いわれています。 
 そこで、６５歳を基点として、本市の平均自立期間を中心に、平
均余命や平均要介護期間を「平均自立期間の算定方法の指針及び平
均自立期間の算定プログラム」を使用し、算定しました。 
  

    寿   命  

    

    余   命 

    

    自立期間   

      要介護期間 

        

    

健康寿命 

0歳 
65歳 
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＜介護、健康寿命＞ 
 

 「寝たきりにさせないまちづくり」の中から優先度が高い「健康
増進」関連のデータを検討しました。 
 

 ● 要介護認定率 
 要介護認定率とは、介護保険法による要介護認定（介護を要する

状態）と要支援認定（日常生活に見守りや支援を必要とする状態）を
受けたかたの数を65歳以上の被保険者で除したものです。 

要介護認定率は 

全国、愛知県と 

比較して、低く 

推移するように 

なりました。 

 

（出典：厚生労働省介護保険事業状況報告月報） 30 
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年度末 
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年度末 
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年度末 

平成18

年度末 

平成19

年度末 

平成20

年度末 

尾張旭市 10.06  11.46  12.68  13.83  14.41  14.01  12.99  13.03  13.17  

愛知県       13.71  14.23  14.58  14.32  14.29  14.28  

全国 11.40  12.87  14.39  15.67  16.28  16.70  16.44  16.46  16.50  

0  
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8  
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健康都市づくり開始 

低い！ 



 平均自立期間 
 日常生活に介護を要しない期間を自立期間、自立期間の平均値を平
均自立期間といい、この期間が長いほど寝たきりや認知症にならない
で生活できる期間が長くなります。 
本市の平均自立期間を年度ごとに算出し、全国、愛知県と比較しまし

た。  この年数が長い    元気なかたが多い！！ 
 
 

平成１６年から数値
が伸びているのがわ
かります。 
平成２０年で比較し
てみると全国や愛知
県よりも1年以上長
くなっていることが
わかります。 

平成１７年から数値
が伸びているのがわ
かります。 
平成２０年で比較し
てみると全国や愛知
県よりも長くなって
いることがわかりま
す。 
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平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

尾張旭市 17.76  17.41  17.10  17.22  17.28  17.48  

愛知県 16.56  16.69  16.66  16.80  16.87  16.84  

全国 16.59  16.74  16.66  16.90  16.94  16.98  

16.0  

16.5  

17.0  

17.5  

18.0  

年 
男性６５歳 

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

尾張旭市 21.26  21.15  21.51  21.56  21.59  21.62  

愛知県 19.85  20.00  19.78  19.99  19.98  19.95  

全国 20.06  20.19  20.13  20.23  20.22  20.24  

19.5  

20.0  

20.5  

21.0  

21.5  

22.0  

年 女性６５歳 

 

伸びている 

伸びている 



まとめ 
  

  ＷＨＯが提唱している「健康都市」の具体的な取り組みの内容は、それぞれの都市の

自主性に委ねられているため、各都市において、さまざまな健康都市づくりが行われて

います。 

 そこで、尾張旭市は自らのポテンシャルを伸ばすことによって、ここに暮らす市民の

生活環境をよりよいものにするため、「住んでよかった 住み続けたい 住んでみたい

まち」を理想のテーマとして健康都市づくりに取り組んできました。 

 

 評価の結果からは、効果や満足度が形となって表れているものから、まだまだ余地の

あるものまで、いろいろな課題が浮かび上がってきましたので、今後もこれを十分に踏

まえ、「健康都市」をキーワードとして、特に、健康、安全安心、教育・子育て、環

境、都市基盤などを重点施策と位置付け、人もまちも健康なまちづくりに取り組んでい

きます。 

 

 また、これからも「健康都市づくり」をさまざまな機会に積極的に呼びかけ、市民の

意識啓発やきっかけづくりに努め、健康都市連合や日本支部と連携し、情報の共有、交

換を図っていきます。 
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健康課の健康づくり事業 
（保健衛生部門） 

尾張旭市の独自事業の紹介 
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健康課の特徴的な３事業 

１ 健康度評価事業 元気まる測定 

                 平成１３年１０月～ 

        ※健康あさひ２１計画 平成１７年度～ 

    

２ 筋力トレーニング事業 平成１７年度～ 

                   『らくらく貯筋教室』 

３ 健康づくり推進員  平成１６年度養成・ 

                     平成１７年度～ 
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元気まる測定とは？ 

健康増進・生活習慣病予防            
（一次予防） 

生活習慣のチェック・血圧・身体
計測・体力測定の結果とあわせて 
健康度を評価し、個人に合った健
康づくりをアドバイス 

日頃の健康状態 
生活習慣チェック 

当日の健康状態
チェック 

体力測定実施 
結果説明・健康アド
バイス 
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  １３年度からの市民の実績（平成２３年１２月末現在） 

合 計 新規受検者数 再受検者数 

 
１６，７０７人 

 
９，１９５人 

 
７，５１２人 

●元気まる再受検者で結果が維持・向上 
 した人の割合    
         ７3．8％（平成２2年度）   
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    ネットＤＥ元気まる Ｈ１８年１０月開始 

      《元気まる測定の簡易版》 

・インターネット尾張旭市ホームページから生活習慣が 

 チェックできる 

    保健福祉センターでの元気まるを受けることが できない人も 

      元気まる測定を受検できる 

・小学生以上の誰でも、生活習慣をチェックできる 

    ゲーム感覚で楽しんでチェックできる 

・自宅や職場で手軽にチェックできる 

             

  日ごろのチェックの『ネットＤＥ元気まる』から 

         しっかりチェックの『元気まる測定』へ 
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生活習慣 
チェック 
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ネットDE元気まる 健康度結果   
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   『健康』をキーとした市民協働事業 
 

 尾張旭市健康づくり推進員 
               の活動 

          １６年度養成・１７年度～ 
 
     市民と一緒に健康づくりの推進 
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目 的 

 健康づくり推進員自ら、健康づくりの知識
や技術を修得して推進員が地域の健康づく
りのリーダーとなり、市と協働して市民の
健康の維持、増進を図る。 

  ◎市民公募のボランティア（無償）活動 

 

  ★「参加」・『参画』（企画・実践） 

    ※市予算書を職員と一緒に見ながら事業計画を立てる 

 

  ★自分の健康→家族の健康→地域の健康★ 
43 

健康からの
市民協働 



地方自治体のまちづくりにおける『協働』 

・『協働』の概念は、地方自治の分野で重要とされている。 

   近年、各自治体における自治基本条例、まちづくり条例などにおいても 

    「協働」 は不可欠なものと位置付けられる。 

・行政単独または市民のみでは解決できない（しにくい）地域の 

 課題に対し、共に協力して取り組む。（参加・参画） 

・責任と行動において市民・行政が相互対等あること 

    パートナーシップ 

・市民 ⇒ 住民、事業者、企業、ＮＰＯなど 

 

 

  市民が相互に連携し主体的に「まちづくり」に関わる 

    ※行政主導型、住民主導型、相互推進型などがある 
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経緯等 
・平成１６年 「健康づくり推進員養成講座」を受講（１期生） 

・平成１７年  ２２名の健康づくり推進員誕生 

         同時に健康づくり推進員会発足 

         市の事業の支援主体で活動   

・平成１８年 本格的に活動開始 

         活動の３つの柱を設定 

・平成１９年 「健康づくり推進員養成講座」を受講（２期生） 

         １８名健康づくり推進員誕生 

 

・現在１７名（男性６名・女性１１名）が活躍中 

 さらに 「健康づくり推進員養成講座」修了し１３名（３期生）加わる 
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健康づくり推進員会活動３本柱 

 １ 筋力トレーニング   ⇒筋トレ部会 

       健康課が推進する筋トレの支援 

 ２ ウォーキング      ⇒ウォーキング部会 

       ウォーキング未経験者を主体に散歩から 

       健康ウォーキングを普及推進 

 ３ 笑いと健康        ⇒笑い部会 

       笑いは心と体に重要、健康で楽しい人生を 

                      ポジテブな心の健康増進 

 行政が取り組みにくい、馴染みにくい事業を展開してくれる！  
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１ 筋力トレーニング 
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普段なかなか出かけない住民に呼び
かけ、散歩から楽しいウォーキングへ 

２ ウォーキング 

楽しくウォーキングができ
るよう自分たちでコースを

考え運営します 

毎月1回 参加者４０～７０人 
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会場が笑い声に包まれた健康落語＝
尾張旭市文化会館で 

健康づくり推進員による健康講座 （毎回150人～300人参加） 

     笑う門には“健康”来る尾張旭で講座 
      ワッハッハ体操、講演、落語など毎年開催…  

 

＜参考例＞健康講座「笑いは百薬の長」と健康落語が２２日、尾張旭市文化会館であった。 
約３００人が体操や落語を楽しんだ。 
 「笑いと健康」をテーマに、市健康づくり推進員会が主催。メンバーは、音楽に合わせて笑い声を
出したり体を動かしたりする「ワッハッハ体操、福笑い音頭」を披露し、参加者も挑戦した。 
 続いて、市健康課の吉田和仁課長が「健康亭馬花鳥」という芸名で、健康にまつわる落語を披露
し、会場は爆笑に包まれた。また「日本笑い学会」副会長の森下伸也金城学院大教授がユーモア療
法などについて講演した。（今村節） 
（2009年1月23日 中日新聞朝刊16面より） 

20年度 18・19年度 

  ３ 笑いと健康 
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春夏用ユニフォーム
です 

健康都市連合日本支部大会 
岐阜県多治見市にて 

                        2008.7.2 

秋冬用ユニフォーム
です 
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２０年５月１５日 
タイ・バンコクから
の視察団（４３名）
に市民協働の 
実践による筋トレ
紹介をする 



ウォーキング
活動 

最近は５０人
～７０人参加
しています 

健康都市連
合日本支部
大会での発
表です 

健康づくり
推進員 
ますます 
元気です 
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２尾張旭市筋力トレーニング事業 

 らくらく貯筋教室・自主活動 
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らくらく貯筋教室 

   イスがあれば誰でも簡単にできる 

         筋力トレーニング 

 

 

 

 

 

日常生活に必要な筋肉を鍛えていきます 
※ＱＯＬの維持・向上は健康づくりと共に６５歳以前から！ 
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目的・目標 

• 体力の維持・増進を図り、将来にわたり
自立した日常生活を送れるようにするこ
と 〈寝たきりにさせないまち〉 

• 地域で教室を行うことにより、閉じこも
り予防をはかること〈外に出かけたくなるまち〉 

• 自主グループ化を働きかけ、地域で仲間
ができ、トレーニングを継続できること 

       〈仲間づくり・地域づくり〉 

 

  

      ＜住み続けたくなるまち＞ 
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対象 

 市内在住の４０歳以上のかた(平均年齢：73歳) 

開催場所 

 市内各公民館や集会所、老人いこいの家など 

期間 

 毎年違う場所にて２教室開催(１教室あたり約半年間) 

 その他、要望により出前講座で随時実施 

スタッフ 

 ・主に保健師・看護師・運動指導士 

 ・その他理学療法士・管理栄養士・歯科衛生士 

 ・健康づくり推進員（ボランティア）    《市民から市民へ》 

     

         
56 



らくらく貯筋教室以外の自主活動 

 市が実施する筋トレ教室（らくらく貯筋教室）以外 

 での自主活動の普及推進 

     ・老人クラブが自主活動 

     ・地域の住民（仲間同士）が自主活動 

     ・健康づくりグループが自主活動     など 

 

 

   ◎健康づくり推進員（指導・コーディネート等）      

    ○健康課（出前講座等）           

57 

支援 



らくらく貯筋体操の場の広がり 

(グループ数) 

 (年度) 

35 

28 

22 

14 

9 

6 

2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

23 

22 

21 

20 

19 

18 

17 
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らくらく貯筋体操のひろがり らくらく貯筋のひろがり 
らくらく貯筋体操マップ

らくらく同好会

ひまわり貯筋クラブ

瑞鳳らくらくクラブ

東部筋トレクラ部
霞ヶ丘千寿会

旭丘筋トレサークル

山の手さぎ草会

旭台筋トレサークル

火曜グループ

活き活きヤング2005
旭丘シニ アクラブ明和寿会

サークルヴィガ－

松ヶ丘町内会

楽々クラブ

けんこう友の会

新居郷シニア筋トレ会

陽気会シニア

陽気会ジュニア

中央通り筋トレクラブ

本地筋トレクラブ

やせのき貯筋教室

ふれあい貯筋クラブ

ケアハウスあさひコート

（ アメ ニティあさひ内）

印場西らくらく会

大久手昭和有志会

シルバークラブ

大道シニ アクラブ
城前寿会

あづま会

中部らくらくクラブ

シニ アクラブ本地が原白寿会

いきいき筋トレクラブ

大久手西らくらく

貯筋体操火曜会
フレンド の会

こす もす

井田幸筋クラブ

木筋クラブ

３５グループ ８１０人 
平成２４年１月現在 
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トレーニングの様子 
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らくらく貯筋体操普及推進大会 



筋トレ参加者の声（効果等） 
• 日常生活動作がスムーズになった 

• 階段の上り下りが楽になった  

• 仲間が増え外へ出かけるのが楽しみになった 

• 1人ではできないが、みんなとだと出来る  

• 健康が維持できるよう日常生活で考えて行動したい  

• 運動が好きではないが最後まで参加できたのでよかった  

• 膝痛や腰痛が解消された 

• 医者へ行く回数が減った             など 
 

  <筋トレ参加者対象にアンケート調査から> 

   ① 6か月未満：効果が実感でき、日常生活に好影響あり 

  ② 6か月～2年：筋力が維持向上され、日常生活動作の向上を実感 

  ③ 2年以上：筋力に向上は当然、『友達』ができたことが何より嬉しい 

    ①～③すべてに5割以上が楽しみができた』と実感 
                        平成23年7月23日東海公衆衛生学会で発表 

                        平成24年1月20日愛知県公衆衛生学会で発表 
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その他の効果 

• 特別な器具を使わない、簡単な運動 

   →簡単な動作で効果が得られる 

   →あまりお金がかからない（２３年度予算額245千円） 

   →市民が市民に対して指導可能 

• トレーニングのBGMのCD、トレーニングDVD、 

  オリジナルテキストを 

  健康づくり推進員と共同制作 

    →広く普及が可能 
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健康づくり推進員 

と職員との手作りです 



筋トレ事業は健康づくりの総合力 
  らくらく貯筋教室・らくらく貯筋体操（筋トレ）は介護予防に 

   とどまらず健康づくりの考えや各種手法を結集 

  筋トレ効果 筋力の向上 ＱＯＬ維持向上 介護予防 

    生活習慣の向上 元気まる測定や健康講座の導入 

  保健部門等スタッフの連携  
     保健師・看護師・歯科衛生士・管理栄養士・運動指導員・医師・ 

      理学療法士・介護部門スタッフ・事務職（事務職でもできる）など 

  市民協働 健康づくり推進員 

  地域力 自治会・町内会・老人クラブ参加・協力・応援など 

                       （ソーシャル・キャピタル）    

    健康づくり・仲間づくり・地域づくり 
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地域づくりにつながるために 

①誰でも取り組める内容である 

②喜びを実感できる（効果や達成感を得るなど） 

③楽しくできる  日常生活の楽しみとなる 

④仲間ができる 

⑤身近な地域で活動できる 

⑥地域住民が元気になる 

 元気のなかった住民（特に高齢者）が元気になる 

 元気な住民（特に高齢者）がより元気 
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まちに活力！ 



今後へ 

 健康づくりの専門家である保健師などが常に研究・検討
・検証・議論等を行い効果・安全性などを明確にして事
業を作り上げる 

  それらの理論等に基づき、健康づくりの主体である住民
の参加と参画と共に継続できる形で提供や支援を行う 

   健康づくりは良いこと 

      良いことは「楽しい」 

         「楽しい」ことは継続  

          継続は効果なり   健康増進 
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健康づくり
は楽しく！ 

市民協働 



健康づくりからまちづくり 
• 健康課は『ヘルスプロモーション』を推進 

• 健康都市推進室は、健康都市を推進 

 ★推進のキーは、【市民協働】 市民と行政→市民から市民 

  ★健康都市の土台を底上げすれば、ヘルスプロモーションも確実 

   に向上します  ※ヘルスプロモーションを伸ばせは土台を引き上げます 

  ★健康から、人づくり（活力ある市民、仲間づくり）・地域づくり・まちづくり 

 

  健康課職員、健康都市推進室の職員だけではこれまでの 

  事業はとてもできません  

  市民の力があってこそ実現でき発展します 
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市民から市民へ 

尾張旭市は、健康づくり推進員（市民ボランティア）が市民へ 

健康づくりを広めています。 市民と行政の協働事業 

 その力は行政を超えた力を発揮しています  『市民力！』 

 

 尾張旭市健康づくり推進員 伊藤さん（通称ヒゲの伊藤さん） 

                     市の筋トレを始めて、健康づくりの魅力に 

                     引かれ、健康づくり推進員となる。自ら、 

                     健康の象徴となり、健康づくりの楽しさや 

                     魅力を伝え、特に「ウォーキング」に力を 

                     注ぎ、ウォーキングの素晴らしさを市民に 

                     広め愛好者を増やしています。 

                     ごく普通の市民です。 

                      ※市民と行政⇒市民から市民へ 

                                          68 



我が市にも視察にみえる方が増えました 

 平成２０年度 

 ＜国内＞ 
①議員視察：福岡県 前原市      太宰府市  

        北海道 苫小牧市    恵庭市 

        埼玉県坂戸市   新潟県上越市   千葉県流山市 

②市民団体等：富山県氷見市環境保健衛生協会（１５名） 

           岐阜県恵那市まちづくり市民協会健康福祉チーム（２８名） 

 ＜海外＞ 
①タイ国：バンコク（４３名） 

②韓国  ：順天市（ウォンジュ市）（１１名） 

③アジア保健研修所：フィリピン・スリランカ・タイ・アフガニスタン・バングラデシュ・ 

                カンボジア・ネパール（１６名） 

④フィンランド：オウル大学 看護学部教授（２名）                        
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最近は、議員視察だ
けでなく市民団体の
視察もあります 



市民協働 アジアの国々から学ぶ 
 毎年、アジア保健研修所（ＡＨＩ）からアジア各国の保健事業関係者が本市
に視察研修にみえます。 

 平成２３年９月２２日（木）に視察研修にみえました。 

  アフガニスタン１名、バングラディシュ１名、カンボジア２名、インド１名、 

  モンゴル１名、ネパール２名、フィリピン２名、スリランカ１名、タイ１名（ 計１２名） 

 その内、日本での研修に 

    ・行政による保健事業への住民参加 

   ・住民主体の保健活動の促進 

   ・自助グループと行政との連携 

   ・住民の声を反映した保健行政の実現 

   ・地元行政との連携した保健活動   

                   などをテーマにしている方が８名みえました。 

  開発途上の国においても、重要なテーマは、『市民協働』でした。 

 ◎『市民協働』は、先進国と言われる日本だけのテーマではなく、そうでな
い国においても、公衆衛生・保健行政を運営するための重要なテーマで
あることを私たち（本市職員）は学ぶことができました。 
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超高齢化（尐子高齢化）でも活力あるまちは 
市民（地域住民）が健康であること！ 

• 健康づくりで 

   個人が健康になる 

         

  家族や身近な人たちが健康になる 

 

  健康の仲間ができる 

 

  地域が健康（元気・活性化）になる 

 

 『我がまち』が健康になる⇒元気なまち、活力のあるまち 

                      「21世紀の魅力あるまち」 
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市民と行政が 

力をあわせて 

市民協働 

事業者 

企業 
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スカイワードあさひ 

 ＷＨＯ健康都市 

     尾張旭市 


